反転軸流ファンの実験現況と今後 by 中田 大将 et al.
反転軸流ファンの実験現況と今後










○中田 大将 （航空宇宙機システム研究センター 助教） 
立桶 薫    （航空宇宙システム工学専攻 博士前期 1年） 
















試験機概観を示す．図 2に示すような外径が 60 mmの RC用直流ブラシレスモーター（Lehner 
Motoren Technik Type 3080）をモータードライバ（YGE160 Navy）で駆動する． 
 
 
図 1 反転ファンリグ試験機概要 
 











サーマルバリアコーティング（Thermal Barrier Coating :TBC）を施した場合の壁面温度についても
検討した．10 µm程度のイットリア安定化ジルコニア（熱伝導係数 3 W/m-K）をコーティングす
ることで燃焼室側壁面温度は 836 K（冷却剤側は 686 K）となり，許容範囲に収まる．さらに 50 µm





側壁面温度 800 K，クーラント側温度 600 Kの時に疲労破壊までの回数が 1000回であったことを











・燃焼室圧 7MPa，Isp効率は 0.96以上 
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図 3 時系列の回転数変化 
 
図 4 軸変位センサの出力（回転数低） 
 









両ファンが 20000 rpmにおけるデータを表 1に示す．これは定格回転数の 1/2に相当する．この
条件においてオリフィス前後差圧から求めた流量は 0.125 kg/sであった．圧力比は 1.07程度であ
り，ファン効率を求めると 0.5程度となった． 
 
表 1 20000 rpm付近でのデータ 
真空槽圧力: 19.3 kPaA 
1段回転数: 17960 rpm 
2段回転数: 19550 rpm 
1段入口圧力: 19.8 kPA 
2段出口圧力: 21.3 kPaA 
1段入口温度: 279.3 K 
2段出口温度: 292.1 K 
オリフィス直前圧力: 21.4 kPaA 
オリフィス径: 70 mm 
ファン通過流量: 0.125 kg/s 
1段バッテリー電圧 54.9 V 
2段バッテリー電圧 54.8 V 
1段バッテリー電流 * 





回転数において流量 0.125 kg/s，圧力比 1.07，効率 0.5程度を確認した． 
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図 3 時系列の回転数変化 
 
図 4 軸変位センサの出力（回転数低） 
 
図 5 軸変位センサの出力（回転数高） 
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